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3 事前アンケート調査について

平成29年度NPOと企業等のマッチング事業　事前アンケート 集計（NPO）

　マッチング事業を始めるにあたり、福島県内のNPO（約900団体）と企業（約3,000社）の双方に向けて、そ

れぞれの協働について興味があるか等を問うための事前アンケートを実施した。その中で「協働に興味があ

る」と回答したNPOおよび企業に対して、次のアプローチをかけることとした。

◆ 配布　計864団体（2017年8月9日時点）

◆ アンケート回答数　163（回収率18.9%）

1. 貴団体では現在、地域の社会課題解決に向けた事業がスムーズに実施されていますか。

回答数 %

1. 特に問題なく実施できている 84 51.5

2. 実施できていない 79 48.5

計（無回答を除く） 163 100.0

＜理由＞（自由記述）

【1. 特に問題なく実施できている】

●補助金で事業をやってきているため。

●十分ではないが実施している。

●�国内の被災者支援なので、福島での活動が少なくなってきているが、熊本や福岡水害の支援もしているた

め、今後も活動を続けてゆく。

●人材不足等はあるが実施している。

●協働というよりは協力に近い。

●�若年無業者の就労自立という地域の社会課題に対して協働している。より深化した形で協働できればと考えている。

●�特に問題なく実施できている。だた、使用している物品が古くなり、入れ替えや修理が必要で、その費用の確

保には苦慮している。

●課題を抱えながら進んでいる。

●‌�日本の人口減少は将来最大の課題と言われ、その一助となるためにも独身男女の結婚を勧めることが重要だ

と考え、そのために尽くしたいと考えている。問題点は婚活を開催するNPOであるので広く広報することが必要

であるが、参加者から入会金や年会費を徴収していないので、広告料の経費を支出することは困難である。

●問題なくではないが実施している（実施したくてもできないこともある）。

1. 特に問題なく
実施できている

51.5％

2. 実施できていない

48.5％
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【2. 実施できていない】

●なかなか収入にむすびつかない。

●クラブの財政状況が深刻で、クラブを立て直す事が優先になっている。

●協力はいただいているが、協働まではいっていない。

●開始途中。

●集客に宣伝、広告の費用がかかり、現在紹介に頼っている。

●会員不足のため。

●地域内の高齢化のため。

●企業の協力が無い。

●資金・人材不足。

●ある程度はやっているが絶対的なパフォーマンス不足。

●①原発事故で里山に入れない②資金不足③原発事故により避難して会員離散中である。

●経験者の不足。

●普及されにくい点が問題。

●今年度、設立したばかりだから。

●企業とのよい接点がない。

●公的補助・助成等が一切無いため資金の確保に困窮している。

●避難後、宮城県にて活動（内容を縮小していたため）。

●現在の事業の体制・実務がまだ出来ていない。

●社会課題とは何かという所の他の関係機関との温度差。

●商品の販路拡大に向けて態勢が十分でない

●役員の健康状態不良に依り休業状態。

●新しい仕事が見いだせない。

●指導者への謝金支給が未納である。

●�地域や他のNPO団体などとの連携、活動はできているが、企業との協働となると職員不足や利用者不足な

どがありできていない状況。

●マッチングする仕組みが無い。

●�学童クラブ及び障がい児者の余暇支援を行っている。子供達に様々な社会体験活動を提供したいと考えて

いるが、移動手段が確保できない等の問題で活動の幅が広げられない。

●平和博物館への理解が十分ではなく、出来る限りイベント等への参加を呼びかけている。

●地元では協働できる企業が少ない。

●産業廃棄物処理法が足かせとなっている。

●資金不足、利用者不足。

●マッチング不足。

●公共交通で行く健康ウォークを実施しているが交通費の負担が大きすぎる。

●活動場所の確保が困難。

●観光バスのルートに当事業所も入りたいと思っているが、どうすれば良いか方法も分からず実施できていない。

●法人に対し収入がないためメリットがない。
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●社会課題解決の為の企業が無い為。

●町内外の関係機関との連携が十分に図れていない。

●活動の趣旨が違うため。

●障がい者支援事業を行っているが、特性上できる仕事に限りがあるため。

●きっかけがつかめない。

●�自分たちの組織の理念や目標と企業のCSRによる社会貢献活動等とが合致するか否かが分からないこと

や、地域の課題を大きく捉えると人口問題として過疎化と少子化高齢化、風評被害、遊休地解消、インフラ整

備、地域経済の疲弊、産業の低迷などが考えられ、当協議会のような小さい組織では解決できものはほとん

どなく、自分たちができる小さな取り組みを行っているのが精一杯。

2.�上記質問1で②と回答された方へ。実施できていない事業（活動）について、もし企業と協働することで、それ

が実現できそうな可能性があれば検討したいですか。（複数回答可）

回答数 %

1. 可能性があれば企業との協働を検討してみたい 54 54.5

2. すでに企業との協働を実施している 　17 17.2

3. 協働に興味はあるが、企業との実施には不安がある 15 15.2

4. 企業との協働はやらない 13 13.1

計（無回答を除く） 99 100.0

＜理由＞（自由記述）

【1. 可能性があれば企業との協働を検討してみたい】

●企業にバス・電車代を負担してもらい、多くのイベントを企画実施したい。

●�企業等との協働は考慮していた所であったが、一団体の申し入れのみでは中々厳しい状況ではないかと思

案していたところである。

【2. すでに企業との協働を実施している】

●ジョブ・トレーニングの受入れ、イベントの協賛・寄付etc. ボランティア、法人の会員登録。

●企業の400m陸上トラックを無償で利用している。（1回　2h/週）

●�賛助会員として会費を支援・活動資金の一部を支えてもらっている。広報については、民報・民友、ザ・ウィー

クリー、福島リビング新聞社の4社に無料で広報してもらっているので助かっている。

1. 可能性があれば
企業との協働を
検討してみたい

54.5%

4. 企業との
協働はやらない

13.1%

2. すでに企業
との協働を実施

している

17.2%3. 協働に興味は
あるが、企業との

実施には不安がある

15.2%
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【3. 協働に興味はあるが、企業との実施には不安がある】

●マッチング事業の内容が明確ではないため不安。

【4. 企業との協働はやらない】

●会員不足のため。

●介護福祉関係の社会活動のため協働は難しい。

●将来的にはあり得るかもしれないが、現状では考えていない。イメージしにくい。

●友好交流との柱の中では企業としては負担が重荷となり永続性不可。

●利害が共有できるのに時間がかかる。

●当法人の事業の性質上（成年後見制度普及）協働はできないため。

●実働的に難しいため。

●NPO組織団体がしっかりしていない状況のため。

【その他】

●協働してはいるがさらに可能性を検討したい。

●�役員の高齢化等で運営が厳しく現在のところ休業状態である。また、資金調達も厳しい。企業との協働につ

いては、内容が明確ではなく不安である。
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平成29年度NPOと企業等のマッチング事業　事前アンケート 集計（企業）
◆ 配布 計3,650

　※県（500）

　　福島（150）会津（1,000）・いわき（1,000）・白河（1,000）は各商工会議所

◆ アンケート回答数　84（回収率2.3%）

1. 御社では、CSRとして社会貢献活動を実施していますか。

回答数 %

1. すでに実施している 39 46.4

2. 今後実施する予定 6 7.1

3. とくに実施していない 39 46.4

回答者数（無回答を除く） 84 100.0

自由記述

【1. すでに実施している】

●小学校や警察、交通安全協会などへの寄付行為。

●全印工連CSRツースターの確認をもらっている。

●10大イベント・助成金・機器運営・クリケットワークショップなど。

●�読み聞かせやメディアリテラシー、話し方講座など出前授業。猪苗代湖環境保護活動、小中学生のテレビ

局見学、体験学習、フレンドシップコンサート等を実施。

●�ふくしん「東北・夢の桜街道」児童絵画コンクールとふくしん「こども応援賞」。当金庫は未来志向を基幹とする

上記2事業を地域の子供達支援の位置づけで実施している。なお、NPOについては『NPO等地域活性化ロー

ン』と企業マッチングの観点からNPOと企業、NPOとNPO、NPOと市民のコーディネートも実施している。

●NPO法人いわき環境システムの理事として協働している。

●工場見学の受入れ。

●�①建設業協会支部会員として毎年「猪苗代湖清掃作業」への参加　②当社敷地（一ノ堰工業団地、R118

線）外周の歩道等の清掃作業。

●�年2回の地域清掃活動、サンシャインマラソンボランティア参加、食育活動、地域のイベントへの参加（ふれ

愛かしまさくら祭り・かしま福祉まつり）。

●�高校の合唱部やブラスバンド部の演奏会、会津大学のイベント等に広告協賛を行なう。地域の清掃やイベ

ントには積極的に参加する。独自に社会貢献活動を企画はしていない。

●�①地域活性化の一環として提案型のLED水耕栽培プラントの開設②ビジネスマッチングによる販路拡大

支援③観光招致活動④各種ボランティア。

1. すでに
実施している

46.4%

2. 今後実施する予定 7.1%

3. とくに
実施していない

46.4%
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●�広く実施しているわけではないが、日本財団学生ボランティアセンターを通して学生ボランティアへの支援

を行っている。

●森林整備ボランティア活動、湯ノ岳地区大掃除。

●�弊社は地方新聞社であるため、野球大会、ウオーキング大会、福島駅伝大会などのスポーツ事業や、書道

展、文学賞などの文化事業など地域貢献活動を行っている。NPOや各団体に関しても紙面を通じて広報の

支援などしている。

●本社にてNPOとも協働中。

2.機会があれば協働についてNPOの話を聞いてみたいですか。

回答数 %

1. 話を聞いてみたい 19 22.6

2. 特に必要はない 65 77.4

計（無回答を除く） 84 100.0

自由記述

【1. 話を聞いてみたい】

●中心市街地活性化に活動しているNPO。

●年度スケジュールで計画を立てて実施しているが、新たな活動を加えることも可能。

●特定の活動としての定めはしていないので今後検討していく予定。

2. 特に必要はない

77.4％

1. 話を
聞いてみたい

22.6％


